


レザージャーナル旅行ガイド：移動の多いチームにぴったりの携帯しやすいジャーナルの選び方

Details

結論から： インセンティブ旅行、ロードショー、カンファレンスには、配布するバッグに収まるスリムタイプまたはポケットタイプで、カバーはフルグレインレザーのものを選びましょう。
留め具は、飾りの巻きひもではなく、詰め込んだバッグの中でも閉じたままになる交換可能なゴムバンドか、しっかり取り付けられたスナップが向いています。旅行後も使い続けてもらえる
よう、標準サイズの詰め替え式インサートを使ってください。ボールペンと、印刷した旅程表のインサートを添え、液状のレザーバームは機内持ち込み用のキットに入れないようにします。

企業ギフトやインセンティブ旅行、複数都市を巡るイベントを計画するなら、旅行用レザージャーナルを選ぶ基準は、ウェルカムテーブルに並べたときの見栄えではありません。大切なのは、
四日目に空港ラウンジで開いてもらえるかどうかです。本ガイドは、団体向けに購入するプランナーの方に向けた内容で、携帯しやすいタイプ、カバーと留め具が移動に耐えるためのポイン
ト、持ち運びに適したサイズ選び、そして参加者がホテルの部屋に置いていかず使ってくれるよう、ジャーナルを旅行キットや旅程に組み込む方法を取り上げます。

旅行用ジャーナルがホテルに置き去りにされる理由
よくある失敗はサイズです。ガラディナーで見栄えがするように選んだジャーナルが、同じウェルカムキットに入れたスリングバッグには背が高すぎ、ジャケットのポケットには硬すぎるこ
とがよくあります。すると参加者は無難な選択として、スーツケースに入れたままにします。ギフト代は支払ったのに、ロゴは部屋から一歩も出ていかないのです。

二つ目の失敗は移動中に表れます。詰め替え式レザージャーナルのオーナーレビューでは、同じ不満が繰り返し挙がっています。巻きひもは毎日使うと数週間で締まらなくなる。ゴムバンド
は伸びる。リベットの取り付けが甘いとスナップが壊れる。低価格のカバーは、薄い革にビニールを貼り合わせたもので、折り目から剥がれる。縫製タイプのレザージャーナルを購入した認
証済みのバイヤーの一人は、いつものノートではキャンプやバイクの旅に耐えられなかったことが購入理由でしたが、カバーにワックスを塗ったところ、染料が布に移ったと書いています。
雨や湿気、明るい色のバッグが関わる旅行では、役立つ警告です。

三つ目の失敗は紙です。新しいページを入れられない製本タイプのレザーノートは、寿命が短くなります。ある独立系レビュアーは、定評のある製本レザーポケットノートについて、詰め替
えができないことを最大の欠点に挙げ、「短期間しか使えない革製品は魅力的ではない」という見方が 多くのオーナー[1]にあるからだと述べています。企業ギフトの場合、旅行の終了ととも
に使い終わるジャーナルでは、ブランドが目に触れるのはほんの数日だけです。

対策は、ジャーナルを旅行用の装備として捉えることです。持ち運ぶ場所に合わせてサイズを決め、扱いや天候に耐える素材で作り、旅行に合ったページを入れておきましょう。

https://the-gadgeteer.com/2025/04/01/saddleback-leather-pocket-notebooks-review-indiana-jones-fave-notebook/
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レザートラベルジャーナルとは
トラベル用のレザージャーナルは、旅行者が手元に残す革のカバーに、ゴムバンドやスリーブ、綴じ具で紙のインサートを固定するものです。ページを使い切ったら、インサートを入れ替え
ます。スリムでゴムバンド式のタイプを取り上げた独立系の記事は、一つのカバーに複数のノートを同時に収められる点を評価しています。手帳用インサート、メモ用インサート、ポーチを
まとめて持ち歩け、どれか一つを 年の途中でもカバーを買い替えずに[2]入れ替えられます。チーム旅行の場合、あるインサートに旅程を、別のインサートにメモを入れ、旅行後にどちらも詰
め替えて使い続けられるということです。

「革」という言葉には、明確な技術的定義があります。国際用語規格では、革を、繊維構造がほぼそのまま保たれるようになめされた獣皮と定義しています。表面のコーティングの厚さ
は0.15 mm以下でなければならず、細かく砕いた、または粉末状にした皮を再成形してシート状にした素材は 革ではありません[3]。同じ規格では、フルグレインレザーを、研磨によ
る補正で表面が削り取られておらず、銀面がすべて残っている革と定義しています。旅行で使う場合にこれが重要なのは、フルグレインは擦れたり色が濃くなったりしながらも、元の風合い
に戻っていく層だからです。一方、厚くコーティングされた素材や再生素材は、背の折れ部分でひび割れしやすい傾向があります。

米国のチームの場合は、表現にも注意が必要です。連邦取引委員会(FTC)のガイドは、リングバインダーなど類似の革製品を対象としています。ガイドでは、修飾語なしの「革」という表
記は、製品の実質的な部分すべてが革でない限り欺瞞的と見なし、革に似た素材は模造革、 ビニールなど[4]として表示するよう求めています。サプライヤーの表示が不明確な場合、革と ほ
かの素材[5]を見分けるには、顕微鏡検査が最適な方法です。チーム全体の発注を確定する前に、サンプルでこの検査を依頼することもできます。

レザージャーナルの旅行キットを六つのステップで整える方法

ステップ1：旅行の長さと書く量に合わせてタイプを選ぶ

まず、参加者が実際にどれだけ書くかを考えます。観光中心の短いインセンティブ旅行なら、毎日の短い記録と数行のメモ欄があれば十分です。クライアントとの商談が入る2週間のロード
ショーなら、しっかり書けるスペースが必要で、インサートも追加でもう一冊要るでしょう。カンファレンスの週はその中間で、日中はセッションのメモを取り、夜はほとんど書きません。
カバーを見る前に、1日あたりの想定ページ数を書き出してください。この数字によって、インサート一冊で足りるのか、厚みが増してもインサートを二冊収められるカバーにする価値があ
るのかが決まります。

ステップ2：カバーより先に持ち運ぶ場所を決める

旅行中にジャーナルをどこに入れておくかを決めます。ジャケットの内ポケット、ウェルカムキットのクロスボディバッグ、バスの座席背面ポケット、カンファレンス用のトートバッグなど
です。次に、その場所のサイズを測り、空ではなくインサートを入れた状態のジャーナルが収まるか確認します。スリムで縦長のタイプは、ジャケットのポケットや座席のポケットに入りま
す。ポケットタイプやパスポートタイプは、小型のスリングバッグに収まります。A5サイズのカバーは、ノートパソコン用バッグやトートバッグ向きです。国際規格のA5の用紙は148
× 210 mmで、一般的なスリムなトラベラーズスタイルのインサートは約110 × 210 mmです。どちらも縦長なので、違いは幅にあり、ジャケットのポケットに入るかど
うかを決めるのはこの幅です。

https://www.nytimes.com/wirecutter/reviews/travelers-notebook-review/
https://www.iso.org/standard/67424.html
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-24
https://www.iso.org/standard/78130.html
https://www.iso.org/standard/78130.html


ステップ3：扱いや天候に耐える革を選ぶ

団体向けには、フルグレインか、軽く仕上げたトップグレインの牛革が実用的です。旅行中のカバーは、手の汗、雨、日焼け止め、布製バッグとの摩擦にさらされるため、色移りは現実的な
リスクです。その革が摩擦に対する染色堅牢度の試験を受けているか確認しましょう。これはISO 11640にあたり、他の公認の革試験方法とともに IULTCS試験方法一覧[6]に掲
載されています。乾燥時と湿潤時の両方で試験したかも尋ねてください。大雨が予想される行き先なら、ワックス仕上げやオイル仕上げにすると水ジミがつきにくくなります。未仕上げで色
の薄い植物タンニンなめしの革は、水滴の跡がすべて残ります。それを味わいと受け取る参加者もいれば、傷みと見る参加者もいます。

参加者が欧州にいる場合は、クロムに関する適合状況を確認してください。EUの規則では、皮膚に触れる革製品について、六価クロムの含有量が 3 mg/kg（革の乾燥重量比）[7] 以
上となることを2015年から禁止しています。ジャーナルのカバーは何時間も手に持つものなので、その革のロットの試験報告書を請求してください。

ステップ4：詰め込んだバッグの中でも耐える留め具を選ぶ

留め具は最もよく使われる部分であり、不満が最も多い部分でもあります。巻きひもは商品写真では見栄えがしますが、革が柔らかくなると飾りにすぎなくなると、レビューでは一貫して指
摘されています。ゴムバンドはしっかり留まり、交換も安価なので、予備をキットに入れておきましょう。スナップはレシートや搭乗券がこぼれ落ちるのを防ぎますが、それはリベットがしっ
かり取り付けられている場合に限られるため、サンプルで何度も開閉して確認してください。ファスナーは紙類を最もよく守りますが、かさばって重くなります。ゴムバンドの結び目の位置
も確認しましょう。裏表紙の筆記面の下にあると段差ができ、最後のページが書きにくくなります。

ステップ5：旅行環境に合わせて紙とペンを選ぶ

万年筆ユーザーは一般に、裏抜けを避けるには80 gsmが最低ラインで、90–100 gsmが快適な範囲だと考えます。ただ、旅行では紙よりもペンのほうが重要です。万年筆は機
内の気圧変化でインクが漏れることがあり、紛失もしやすいので、グループ向けにはペンホルダーにボールペンかジェルペンを差しておくのが無難です。紙を「アーカイバル（長期保存向
け）」と表記してよいのは、永久性の要件を満たしていることを製紙メーカーが示せる場合に限ります。基準となる規格は ISO 9706:2025[8]です。この規格は、高湿度など過酷
な条件で保管される紙を明確に対象外としているため、ビーチリゾートへの旅行は、いずれにしても適用範囲外です。

ステップ6：旅程をインサートに組み込む

旅行の内容をあらかじめ入れてあるジャーナルは、きちんと使われます。日ごとのスケジュール、集合場所、緊急連絡先を印刷したスリムなインサートを作り、罫線入りまたはドット入りの
メモ用インサートと組み合わせましょう。チケットやレシート、思い出の品を入れるクラフト紙のポーチも加えます。ジャーナルは最終日の夜ではなくチェックイン時に配り、最初の移動か
ら参加者の持ち物の一部になるようにします。複数の行程にまたがる旅行では、都市ごとに別のインサートを用意し、グループのリーダーが各訪問地で配ることも検討してください。ウェル
カムパックには白紙の予備インサートを一冊入れておくと、旅行後もカバーを使い続けてもらえます。

https://iultcs.org/wp-content/uploads/2025/04/IULTCS-ISO-EN-Leather-Test-Methods-2025-April.pdf
https://www.legislation.gov.uk/eur/2014/301
https://www.iso.org/standard/88908.html


インサートの仕様、パーソナライズの承認、サンプル作成、品質チェックについては、当社の カスタム本革詰め替え式ノート のページで説明しているため、ここでは繰り返しません。サン
プルを依頼する前にお読みください。

旅先でジャーナルを使い続けるために
旅先の革を傷めるのは、主に熱と水です。革製品に関する博物館のケアガイダンスでは、温度は最高25 °C、相対湿度は45〜65%、一日の変動は小さくするよう推奨しています。ま
た、革を緩衝剤入りの中性素材から離しておくことも勧めています。こうした素材はアルカリ性で、 弱酸性の革[9]を傷めるおそれがあるためです。ジャーナルは博物館の収蔵品ではありませ
んが、これらの数値はリスクの所在を示しています。夏場に閉め切った車やバス、湿ったビーチバッグ、エアコンを切ったホテルの部屋などです。

旅程と一緒に、短いケアカードを参加者に渡しましょう。カバーが濡れたら水気を軽く押さえて拭き取り、暖房器具から離して乾かし、ヘアドライヤーは絶対に使わないよう伝えます。グロー
ブボックスやダッシュボードにも置かないでください。フルグレインは傷がつき、色が濃くなるものですが、この経年変化は欠陥ではなく想定内だということも伝えておきます。帰宅後は数
か月に一度、少量のレザーコンディショナーを塗ると、カバーがしなやかに保たれます。ただし、バームは保安検査でクリーム類として扱われるため、機内持ち込みのキットには入れないで
ください。

ギフトプログラムで環境面のアピールをする場合は、正確に表現してください。Leather Working Groupが認証するのは完成品ではなくタンナリー（製革工場）であり、そ
のロゴを商品に使えるのは、使われている革がすべて 認証を受けた施設[10]のものである場合に限られます。詰め替え方式なら、ウェルカムメッセージにより誠実な言葉を載せられます。参
加者はカバーを持ち続け、交換するのは紙だけです。

https://jp.zigpac.com/custom-notebooks/custom-genuine-leather-refillable-notebooks.html
https://manual.museum.wa.gov.au/book/export/html/135
https://www.leatherworkinggroup.com/learn-more/faqs/


旅行向けタイプと留め具の比較
最初の表で旅行の種類に合うタイプを絞り込み、二つ目の表で留め具を選んでください。正確なサイズはメーカーによって異なるため、候補ごとに、実際に配るバッグに収まるか確認しましょ
う。

タイプ 向いている旅行 自然な携帯場所 書くスペース 注意点

パスポート／ポケット
アクティビティ中心のインセン
ティブ旅行、アドベンチャート
ラベル

スリングバッグ、ズボンま
たはジャケットのポケット

短い日々の記録、リス
ト

商談メモには小さすぎる。ロゴを
入れる面積も限られる

A6（A5の半分） 短期の都市滞在、短期のロード
ショー

クロスボディバッグ、小さ
めのトートバッグ

日々のメモを適度に書
ける

カバーが厚いと、ポケットに入る
利点が失われる

スリムなトラベラーズスタイル（約110 × 210
mmのインサート）

複数都市を巡る旅行、セッショ
ンのあるカンファレンス

ジャケットの内ポケット、
座席背面ポケット

良好。旅程用とメモ用
のインサートを並べて
収められる

標準のA5サイズの詰め替え用イ
ンサートは入らない。ゴムバンド
の結び目の位置を確認する

A5（148 × 210 mm） クライアント向けロードショー、
研修旅行、セールスキックオフ

ノートパソコン用バッグ、
トートバッグ

会議のメモを十分に書
ける

重め。レジャーの日はホテルに置
いたままになりがち

留め具 詰め込んだバッグの中でも閉じたままか 現地での応急対応 向いている用途
ゴムバンド はい。伸びるまでは キットの予備のバンドに交換する ほとんどの団体旅行
巻きひも 革が柔らかくなると、閉じたままにならないことが多い 結び直す。ほかにできることはほとんどない デスク用や記念のギフト向き。移動には不向き
スナップ はい。リベットがしっかり取り付けられていれば 現地での対応はできない。発注前にテストする チケットやレシートが多い旅行
ファスナー はい。完全に閉じられる 現地での対応は不要 紙類の多い旅行。かさばる



よくある質問
よくある質問：参加者はレザージャーナルを空港の保安検査で持ち込めますか？

革カバーの紙のジャーナルは、通常の機内持ち込み用文房具です。キットの中で確認しておきたいのは、ペン、レザーバームなどの液体やクリーム類、そして検査で再確認されることがある
大きな金属パーツです。キットの内容を確定する前に、TSAの最新ガイダンスと、目的地の空港の規則をご確認ください。

よくある質問：さまざまな人が混在するグループには、どのサイズが最適ですか？

スリムなトラベラーズスタイルは、ジャケットのポケットに入り、それでいてインサートを二冊収められるため、最も幅広い人に合います。予定がクライアントとの商談中心なら、A5サイ
ズのほうが適しています。アクティビティ中心なら、ポケットタイプのほうが持ち歩かれやすくなります。

よくある質問：湿気や雨でカバーはダメになりますか？
短時間なら、フルグレインレザーがダメになることはまずありませんが、跡が残ったり色移りが起きたりすることはあります。雨の多い行き先では、仕上げ加工かワックス仕上げの革を選び、
摩擦堅牢度の試験結果を請求し、水気を軽く押さえて拭き取り、直射熱を避けて自然乾燥させるよう案内するケアカードを同封してください。

よくある質問：動物由来の革を避けたいメンバーには、何を用意すればよいですか？

同じタイプで、代替素材であることをはっきり表示したバージョンを用意してください。米国では、革に似た素材は模造革またはその実際の名称で表示すべきで、「革」として販売してはな
らないため、ギフトカードにも素材を記載しましょう。

よくある質問：旅行後もジャーナルを使い続けてもらうには？

参加者が現地で購入できる標準サイズのインサートを使い、ウェルカムパックに予備のインサートを一冊入れ、旅行後の写真まとめと一緒に詰め替え用を送ることも検討してください。長持
ちするのはカバーなので、詰め替えのたびにギフトが使われ続けます。

よくある質問：欧州の参加者向けにコンプライアンス関連の書類は必要ですか？

皮膚に触れる革に対するEUの上限を、六価クロムが下回っていることを示す試験結果を請求してください。あわせて、どのなめし方法が使われたかを尋ね、ギフトのメッセージでサステナ
ビリティを訴求する場合は、タンナリーの認証も請求しましょう。



重要ポイント
サイズは、ウェルカムテーブルではなく携帯する場所に合わせる。 — A5の用紙は148 × 210 mmであるため、A5サイズのジャーナルはノートパソコン用バッグ
向きで、スリムなタイプならジャケットのポケットに入ります(出典)
本物の革には、測定できる定義がある。 — 表面のコーティングは0.15 mmを超えてはならず、再成形した皮の繊維は革ではありません(出典)
米国のチーム向けには、素材を正直に表示する。 — 16 CFR Part 24では、革に似た素材は模造革またはビニールとして表示するよう求めています(出典)
欧州の参加者向けには、クロムを確認する。 — 皮膚に触れる革は、六価クロムを3 mg/kg未満に抑える必要があります(出典)
旅先で最大の脅威は熱。 — 革のケアガイダンスでは、保管温度の上限を25 °C、相対湿度を45–65%としています(出典)

まとめ
よいトラベルジャーナルは、旅行から逆算して選びます。まず1日あたりのページ数と、収める必要のあるバッグを決め、次に汗や雨に耐える革、いっぱいのバッグでも閉じたままの留め具、
旅程を載せたインサートを選びます。これらが決まれば、カバーのデザインはあとから簡単に決まります。そうしてできたジャーナルは、ホテルの引き出しに残されるより、誰かのジャケッ
トに入って帰ってくる可能性がずっと高くなります。

旅行の要件をサンプルにする準備ができましたら、当社の 企業プログラム向けの詰め替え式レザーノートをご覧ください。グループの人数、行き先、旅行日程、ジャーナルを収めるバッグを
お知らせいただければ、実際の要件に基づいてお見積りします。

出典
The Gadgeteer — 革製ポケットノートのレビュー（2025-04-01） ↩1.
NYT Wirecutter — モジュール式レザートラベラーズノートのレビュー（2026-07-30更新） ↩2.
ISO 15115:2019 — 革 — 用語 ↩3.
eCFR — 16 CFR Part 24、特定の革製品および模造革製品に関するガイド ↩4.
ISO 17131:2020 — 革 — 顕微鏡法による革の識別 ↩5.
IULTCS — IULTCS/ISO/EN 革試験方法（2025年四月） ↩6.
欧州委員会規則 (EU) No 301/2014 — 革製品中の六価クロム ↩7.
ISO 9706:2025 — 文書用紙 — 永久性の要件 ↩8.
西オーストラリア博物館 — 保存マニュアル：革 ↩9.
Leather Working Group — 認証とロゴ使用に関するFAQ ↩10.
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https://www.nytimes.com/wirecutter/reviews/travelers-notebook-review/
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